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【最近のトピック】
・Ayaori-RSS【文織】
・Word２FLASH等のWord２ＸＭＬ製品のアプリケーション

（株）デジタルコミュニケーションズのご紹介

• 会社名 株式会社デジタルコミュニケーションズ
• 代表取締役 福重 青史
• 設立 平成１０年１月２２日
• 資本金 ９０００万円
• 従業員 １０名 外部スタッフ３０名
• 本社 神奈川県藤沢市渡内２－２－９
• 事業本部 東京都港区芝大門１－１－３３ 三洋ビル２Ｆ

１．XMLコンテンツ制作サービス
２．XMLソリューション開発サービス
３．ＸＭＬドキュメント管理システム開発サービス
４．e‐learningコンテンツ制作／ソリューション開発
５．ＤＴＰ自動組版システム開発／ＤＴＰ制作サービス
６．ＷＥＢコンテンツ制作／システム開発サービス
７．ＸＭＬシステムの企画コンサルティング／運用管理サービス
８．ＸＭＬツール企画／開発／販売 ⇒事例集
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Web2.0コンテンツ・マネージメント
ソリューション

(1)コンテンツＸＭＬ変換・オーサリングソフト
①ＸＭＬ変換ソフト

☆Word２XML
☆Excel２ＸＭＬ

☆PPT２ＸＭＬ
☆Quark2XML

②ＸＭＬ入力エディタ
☆Word２XML
☆Excel２ＸＭＬ
☆XML-Square(Documentor-TM)

③XMLオーサリングツール
☆Word２FLASH(XML2FLASH)（新商品）

☆Word２FO(XML2FO) ☆Word2Web
☆Word２Indesign(XML2Indesign)

④印刷系コンテンツ変換ツール
☆Excel２Illustrator
☆Excel２Indesign
☆Quark２Indesign移行支援SDK
☆Indesign画像名表示ツール

(3)業種・業務別コンテンツ連携ソリューション
①教育機関向けコンテンツＤＢシステム
②出版印刷業向けコンテンツ作成管理システム

（技術論文作成審査システム）
③旅行業向けコンテンツ作成管理システム
④自治体向け広報作成管理システム
⑤金融業向け規定・約款作成管理システム
⑥医薬品ｲﾝﾀｰﾋﾞｭｰﾌｫｰﾑ作成管理システム
⑦製造業向け製品情報作成管理システム
⑧製造業向け品質文書作成管理システム
⑨建設業向け業務文書作成管理システム
⑩内部統制向け業務文書作成管理システム

（条例、規約、規則等の改定履歴管理）
⑪Ｗｅｂコンテンツ作成管理システム

（Net百科事典作成管理システム）

(2)Ayaori-RSS【文織】
☆文書カンバン方式を実現した超整理法文書管理システム

(4)企業向けXMLアドバンス教育



Copyright:(C) 2008 DIGITAL COMMUNICATIONS Co.,Ltd All Rights Reserved. 4

（A） ＸＭＬへの歩み

1980年前半：ＰＣブーム、米国でのＤＴＰブーム、電算写植による組版
⇒独自ＭＬによるＤＢ自動組版

1980年後半：ＤＴＰとフルデジタル制作の開始
⇒ＳＧＭＬの紹介（1986年：BugNews ＤＴＰ啓蒙紙）

1990年前半：ＳＧＭＬの実用化（独学）
自動組版、ＤＢへ応用
※カラオケＤＢへの利用
※政府系ＳＧＭＬ支援、実装（戦史叢書）

1990年後半：米国事情調査、ＨＴＭＬ対応
銀行規定集ＳＧＭＬ化、ＩＥＴＭ（マニュアル）ＳＧＭＬ

1998年 ：(株)デジタルコミュニケーションズ創立
ＳＧＭＬ等のハイパードキュメント専門の企業
※インフォテリア創立

データ系ＳＧＭＬ専門企業
・一太郎８ＳＧＭＬ（開発協力）
・ＸＭＬ勧告
・ＳＧＭＬからＸＭＬ全面転換

ＣＳＳ、ＸＳＬ対応のブラウザの出現
自動組版はどちらでも同じ

※以後はＤＣの実績年表ご参照下さい。
http://www.sgml‐xml.jp/company/chronology.html
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ＧＭＬ
ＳＧＭＬ

ＨＴＭＬ

ＸＭＬ

A-１.プリプレスの進化過程とＸＭＬ

活版

写植

電算写植
（ＣＴＳ）

ワープロ
ＤＴＰ

WindowsＤＴＰ

パソコンソフト

プリプレスシステム

活版

フィルム手作業
スキャナー

トータルスキャナー
ＣＥＰＳ

イメージセッター
ＣＥＰＳ－ＤＴＰ連携

ＣＴＰ

高速プリンタ

製版システム

１９５０

１９７０

１９８０

１９９０

２０００

概略年代ハイパーメディア
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A‐２．プリプレスとSGMLを適合へ
福重の体験

(1)福重が自分でも触ったもの
①手動写植……１９７５－

モリサワ、リョービ、写研
②自動写植……１９７７－

リョービ、写研。一部マイコンを組み込み。
③電算写植……１９８０－。写研一人勝ち。

※ワープロ全盛期へ（OASYSが￥１００万時代）。数十の製品が乱立。
※パソコン大普及時代に（ＮＥＣ９８００の名機が出現）。
※活版……文庫本はまだ、活版で残っていた。修正作業。タイプライタの残っていた。
★ほのかに米国でのＤＴＰ革命なるものの噂が聞こえて来た。

★ＳＧＭＬがＩＳＯで規格化 ⇒ 情報が日本へも。一部の人が注目
④電子組版……１９８７－。

富士通ＩＰＳ。
★ＤＴＰに関する情報が日本へあふれ出して来た。
★ＪＡＰＡＮ ＡＳ Ｎｏ１を謳歌。バブル崩壊直前（１９９１）
★印刷業コンピュータ化で全産業でトップを走る。

⑤国産ＤＴＰ…… １９８９－
ＥＤＩＡＮ，EDICOLOR

⑥ポストスクリプトＤＴＰ……１９９１
PageMaker、QuarkXPress

⑦インターリーフ（ＳＧＭＬの大実験）
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A‐３．プリプレスからハイパーメディアへ
福重の体験

(1)プリプレス作業の矛盾と解決方法
①同じ作業の繰り返し
②同じデータの再入力
③メディアの多様化１９７０－１９９０

音楽産業の変遷でメディアの変遷とマルチ化を体感
・ＥＰ，ＬＰ（アナログレコード）
・８トラ、カセットテープ
・ビデオ（ＶＨＳとベータ）
・ＶＨＤとＬＤ
・ＣＤ
・通信カラオケ
・ＭＤ
・ＣＤ－ＲＯＭ
・ＤＶＤ

④ＤＴＰ急成長
ＲＤＢ、ハイパーカードの出現
パソコン時代、ＬＡＮ

★ＳＧＭＬがＩＳＯで規格化 ⇒ 情報が日本へも。一部の人が注目

⑤インターネットの出現と超ブーム１９９４－１９９６
⑥マルチメディアブーム（超短命の瞬間ブーム）１９９５－１９９７

★インターネットの超発展と改革／ＩＴブーム到来とＩＴバブル
☆(株)デジタルコミュニケーションズの設立（１９９８）

ＸＭＬ時代の到来を予測：同時期設立の(株)インフォテリアは昨年、上場。
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A‐４．ＳＧＭＬからインターネットへ

(1)１８８６年：ＳＧＭＬがＩＳＯで標準規格となる（ISO/IEC8879) JIS X 4151:1992 
ＳＧＭＬの理念、ポテンシャルに注目した少数の人達が日本でも研究開始（約５０人程度）
福重：カラオケデータベースをＳＧＭＬで構築 ⇒ 印刷へ応用（１９８７年）
★想定ほど、ＳＧＭＬの普及は進まなかった。 理由は

・パソコンでは力不足（ＨＤ数Ｍ、CPUクロック２０Ｈｚ）
・ユニックスで高価な上にアプリがない
・SGMLツールがない
・コンピュータスキルが低い
※仕様の複雑さが原因という人がいるが、逆説的な言い方に過ぎない。
福重：当時としては十分に使いこなしていた。

印刷だけでなく、ハイパーメディアとしての利用も十分できた。
但し、１９９５年ころから⇒ サンプルへ インターネットより遥かに高度なハイパーメディア

(2)一旦、ＤＴＰへ集中（マックの登場）
主業務である印刷物作成のＤＴＰのシステム化へ集中
・１９８４年 Mac発売
・１９８７年 米国ＤＴＰ革命
・１９８９年 日本語対応ソフトQuarkXPress発売（現在まで国内のべ６０万本￥３０万）
・１９９３年 日本語対応強化（国内ＤＴＰ化急加速）
福重：社内システム化（異種コンピュータの連携LANシステム）

(3)インターネット時代へ
・１９９５年 ＤＴＰ化の完了を宣言し、ハイパーメディアによる情報発信をビジネス化
※厚生省；『戦史叢書』全１００巻のSGML化を受託。
ＳＧＭＬ及びインターネットがビジネスになる。⇒本気で事業部を
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業務年表（ＤＣ設立以前：原点）
1987 SGML化研究開始

歌詞管理システム構築
マークアップ言語システム構築

1989 構造化ＤＢシステム構築
自動索引システム構築
バーコード作成システム構築

1990 ＭａｃＤＴＰシステム化開始
通信カラオケサービス提案

1991 ＳＧＭＬ－写研出版システム構築
ＳＧＭＬ－ＩＰＳ出版システム構築

1992 ＳＧＭＬ－インターリーフ出版システム構築
ＳＧＭＬ－ＴｅＸ出版システム構築

1993 ＩＳＯ９０００対応研究
医薬品データ管理システム（ＳＧＭＬ）運用
ＳＧＭＬ－ＤＴＰ出版システム構築

1994 ＩＳＯ９０００対応マニュアルシステム構築
ＳＧＭＬ情報統合化プラン提案
ＳＧＭＬ－ＩＳＯ９０００セミナー開催
エデュテイメントＣＤ－ＲＯＭタイトル制作／販売

1995 官庁文献ＳＧＭＬ化（戦史叢書）
ＤＴＰ画像情報系本格ＬＡＮ構築
各社ＤＴＰ化対応コンサルティング
日本語ＳＧＭＬブラウザの実用化

1996 各社／官庁ＳＧＭＬパイロットシステム構築多数
各社／官庁ホームページ多数
画像データベースシステム構築
ＤＴＰカラーマネージメントシステム実用化／通信系オンデマンド印刷システム提案
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A‐５. ＳＧＭＬ/ＸＭＬ利用の発展
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’60 ’70 ’80 ’90 年代

SGML概念 ANSI検討 ’86 ISO8879 ’92 X4151 SGML規格

IBM ’83 DoD ’87 AAP ’90 懇談会 利用状況

’88 CALS ’94 NCALS ＣＡＬＳ

’45 ﾊｲﾊﾟｰﾃｷｽﾄ概念 ’70 同実験 ’86 HyperCard ’90 HTML ’98 XML、XSL 関連技術

CTS WP TeX DTP PDF 関連技術

社内利用 ＤＢ出版ブーム＜’86 ～＞
CD－ROM（エンターテイメント系）＜’92 ～ ’95 ＞

インターネットブーム＜’96 ～＞
複合目的型＜ ’93 ～＞ ＢＰＲ、新規事業＜’97～＞

各社の事情による
現在の状況

（
ケ
イ
タ
イ
利
用
）
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(B) ＸＭＬの到達点（現状認識）

(ＸＭＬの現状評価について独自の見方で整理)

(1)ドキュメント（平文）ＸＭＬ vs データ（ＣＳＶ）ＸＭＬ

(2)メタＸＭＬ vs インスタンスＸＭＬ

(3)標準化と業界適用の状況

(4)ドキュメントＸＭＬの課題 ⇒ 学術出版の課題
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B-１．ドキュメント（平文）ＸＭＬ vs データ（ＣＳＶ）ＸＭＬ

① ＸＭＬはそもそもＳＧＭＬから派生したものであるが、

Web表示視点が強調されドキュメント（平文）の視点が薄くなっている。

②ＨＴＭＬからの要求としてもデータ利用の視点が強調

③ ＨＴＭＬもＸＭＬもドキュメント（平文）に関しては

⇒現時点でも手作業による生成、個別表示にとどまり、

費用と再利用性に疑問を持たれたママ！

④これに対し、データ（ＣＳＶ）のＸＭＬ化の対応は

元データが既にStructured Data（構造化データ）として存在していることが特徴。

※SGML、XMLは米国ではSemi Structured Data と呼ばれている。

その生い立ちから生成には問題がなく、費用も発生しない。

変換、流通、再利用が特徴的である。

（発生してもシステム予算や製造予算に組み入れられる）

アプリケーション、ＤＢ間連携、統合する Enterprise application integration（EAI）
やBIとしてツールビジネスが成功

全体的にはＸＭＬと言えば、データＸＭＬの方が普及した。
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B-２．メタＸＭＬ vs インスタンスＸＭＬ

最近の特徴はWeb2.0、Enterprise2.0と言われる、

メタデータやタギング（分類等）に注目

・データＸＭＬの通有性を高めるためのラッピングＸＭＬがメタＸＭＬの代表

・WebではＲＳＳが急速に普及

・グーグルやアマゾンでのＣＧＭなど

これに対し、情報実体であるインスタンスのＸＭＬ化は停滞。

⇒ドキュメントＸＭＬの停滞と同期

・内部情報は検索エンジンやマイニングツールで一次しのぎ的に処理

※Enterprise Search エンジンを購入する企業多い。

Concept Base３０００社とも

ＸＭＬは急速に利用されているが、

ドキュメント（平文）対応はアマゾンでも実現できていない。
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Ｂ‐２．メタＸＭＬの活用の可能性

動画ｺﾝﾃﾝﾂ WEB その他ＲＤＢ OFFCE文書ＸＭＬ文書

コンテンツレイヤ（ＣＭＳ層）

サイト表示レイヤ（ＲＳＳ素のみ合わせで自由にサイト構築）

ＲＳＳ素レイヤ（ＲＳＳ素ＤＢ）

ユーザーがＭＳ－Officeなどで発行したＲＳＳ素が集合。

ＲＳＳ素を組み合わせてサイト構成を行う。

ユーザーは通常のMS-Officeなどで原稿作成し、ＲＳＳ素と一緒に送信
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メタＸＭＬの活用
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１．標準規格オーバービュー

ＸＭＬ基本標準は数多くの規格が制定されている。またこうした基本規格と共に、応用規格（ボキャブラリ）も

他団体と協力して制定している。

・ＸＭＬ標準化団体

①Ｗ３Ｃ（World Wide Web Consortium)②IETF （The Internet Engineering Task Force）

③OASIS (Organization for the Advancement of Structured Information Standards) 

・ＸＭＬメイン規格

現在メイン仕様はXML1.0(Second Edition)。

２．主要なＸＭＬ標準規格

・Namespaces（名前空間）

・XML Schema（ＸＭＬスキーマ）

※ＸＭＬのスキーマには、ＤＴＤ、Schemaの他、RELAX NGがある。

・DOM（Document Object Model）
XML文書へのAPIとしては、この他、比較的シンプルな SAX(Simple API for XML)もある。

・XSL/XSLT (XML Stylesheet Language / Transformation)
XSL-FO（XSL Formatting Objects）はＸＳＬによる組版のためのXMLに準拠した規格である。

・XML Query
※ＤＢ２やOracle11等で実装

・XLink (XML Linking Language)

ほか多数の規格化が準備されている。

Ｂ‐３．標準化と業界適用
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Ｂ‐３．標準化と業界適用

１．応用規格オーバービュー
ＸＭＬは基本標準を基に数多くの応用規格が制定されて（よう

として）いる。
応用規格はＷ３Ｃ他の標準化団体が策定したものと、政府、
業界団体、企業、個人が策定したものまで数多く存在し、現在
バージョンが不明なものも多い。
また、有用でデファクトスタンダードとして活用されているもの
のいくつかはＷ３Ｃ標準として採用されているものもあり、各
団体からも積極的にＷ３Ｃへ採用を提起している。
基本標準と応用規格の関係は右図のように整理される。
応用規格はＸＭＬボキャブラリやＸＭＬアプリケーションと呼ば
れる場合もある。今回の一覧は下記の分類で作成した。

汎用
応用技術
流通・商取引
科学・医療
金融・財務
人事・人情報
行政・法律
放送・報道・出版
旅行・地理
建設・不動産
Webサービス
マルチメディア（モバイル）
マルチメディア（音声）
マルチメディア（描画）
マルチメディア（記述）
マルチメディア（アクセシビリティ）
ネットワーク
その他

２．主要なＸＭＬ応用規格（一覧及び概要を参照）
主要で重要と思われる応用規格を列記する。

・ＷＳＤＬ（Ｗ３Ｃ：ウェブサービス：定義）
・SOAP（Ｗ３Ｃ：ウェブサービス：通信定義）
・ＳＶＧ（Ｗ３Ｃ：マルチメディア：画像）
・ＨＴＭＬ（Ｗ３Ｃ：インターネット）
・RosettaNet（RosettaNet：サプライチェーン）
・ＸＢＲＬ（xbrl.org：財務情報）
・ＢＭＬ（電波産業会ARIB：デジタル放送）
・NewsML（国際新聞通信委員会IPTC:ﾆｭｰｽ配信）
・TravelXML（日本旅行業協会：旅行関係情報）

出典：
www.infoteria.co
m/jp/xmlnote/
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商取引

ＸＭＬコア規格

・ＸＭＬ
・Namespace
・ＤＴＤ、Schema
・DOM
・XSL
・CSS
・XPath
・XQuery
・XLink
・Ｓｉｇｎａｔｕｒｅ
・ＲＤＦ
・・・

ＸＭＬ応用規格
（W3C)

・ebXML
･MathML
･XCBF
･HR-XML
・LeagalXML
・DocBook
・WSDL
・SOAP
・UDDI
・SVG
・VoiceXML
・SSML
・SMIL
・HTML
・XHTML
・PICS
・WCAG
・P3P
・OWL

ＸＭＬ応用規格
（業界)

・xCBL
･CII/XML
･RosttaNet
･XVL
・CIDX
・CML
・HL7
・eCTD
・XBRL
・ContactXMl
・GovML
・ＢＭＬ
・NewsML
・JepaX
・OTA
・TravelXML
・RELML
・WML
・・・・・・

科学

医療

人事関連

行政法律

放送・報道・出版

地理・旅行

Webサービス

ﾏﾙﾁﾒﾃﾞｨｱ

ネットワーク

金融財務

建設不動産

製造

その他

業務システム事例へ

ＸＭＬツール群

XML規格と
ＸＭＬ業務システムの
現状のまとめ図

Ｂ‐３．標準化と業界適用
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Ｂ‐３．標準化と業界適用

(1)日本におけるＸＭＬ公式団体：ＸＭＬコンソーシアムの調査

XMLの利用実態を
業種/業務/技術の視点から一望

業種、業務、技術の各視点から
具体的な事例に詳細化

同業種、あるいは異業種における利用状況
関連する業務の利用状況
事例を業種、業務、技術を関連付けて探し出す

マクロな視点で、業種や業務を横断した利用実態を把握

出典：ＸＭＬコンソーシアム
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Ｂ‐３．標準化と業界適用

(2)適用業種・業界
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製造業と情報通信業が圧倒的

出典：ＸＭＬコンソーシアム
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Ｂ‐３．標準化と業界適用

(2)対象システムの領域 コンテンツ管理、ドキュメント管理、
データ管理 と管理系ＸＭＬと
検索用ＸＭＬ

出典：ＸＭＬコンソーシアム
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Ｂ‐３．標準化と業界適用

(2)利用しているＸＭＬ技術
ＸＳＬが圧倒的。
Webサービス系も多い

出典：ＸＭＬコンソーシアム


	SPARC Japanセミナー��ＸＭＬの到達点と学術出版��ＸＭＬの現状への雑感�
	（株）デジタルコミュニケーションズのご紹介
	Web2.0コンテンツ・マネージメント�ソリューション
	（A）　ＸＭＬへの歩み
	スライド番号 5
	A-２．プリプレスとSGMLを適合へ�福重の体験
	A-３．プリプレスからハイパーメディアへ�福重の体験
	スライド番号 8
	A-４．ＳＧＭＬからインターネットへ
	業務年表（ＤＣ設立以前：原点）
	スライド番号 11
	スライド番号 12
	スライド番号 13
	スライド番号 14
	スライド番号 15
	スライド番号 16
	A-５. ＳＧＭＬ/ＸＭＬ利用の発展
	(B) ＸＭＬの到達点（現状認識）
	スライド番号 19
	スライド番号 20
	Ｂ-２．メタＸＭＬの活用の可能性
	メタＸＭＬの活用
	スライド番号 23
	スライド番号 24
	XML規格と�ＸＭＬ業務システムの�現状のまとめ図
	Ｂ-３．標準化と業界適用
	Ｂ-３．標準化と業界適用
	Ｂ-３．標準化と業界適用
	Ｂ-３．標準化と業界適用

